
   １  番  通告２番、１番議員、田村俊二です。 

         通告に従いまして、大きく３項目を質問いたします。 

         １項目めは、今年度改定予定の計画の進捗状況等についてです。今年

度改定予定の計画は。 

         １、大井町地域福祉計画。 

         ２、大井町障害者計画、大井町障害福祉計画。 

         ３、大井町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画。 

         ４、大井町地域防災計画が予定されています。 

         2015年10月に策定した「大井町人口ビジョン」によると、本町におい

ても尐子高齢社会は深刻な問題になるものと想定されています。高齢者

のみの世帯、安心世帯、核家族世帯等、世帯の小規模化、価値観の多様

化、地域社会における連帯感や、相互扶助の希薄化に伴うさまざまな課

題が顕在化し、その対応が求められています。 

         大井町地域福祉計画は、「おおいきらめきプラン」、「大井町第５次総合

計画」を基本とし、大井町障害者計画、大井町障害福祉計画、大井町高

齢者保健福祉計画、介護保険事業計画と関連づけながら、その基礎とな

るものと位置づけられています。また、福祉を必要とする人を対象に、

地域住民、地域団体、事業者、町行政をつなぎ、地域福祉を進めるため

の計画とされています。 

         大井町障害者計画、大井町障害福祉計画では、障がいのある方が地域

社会の中で、共生社会を目指していくための方策を、大井町障害者計画

において示し、障害福祉サービス及び相談支援、地域生活支援事業の提

供体制の確保等、大井町障害福祉計画にて定めています。 

         大井町高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画では、本町の高齢者が

安心して暮らすことができるよう、総合的な高齢者施策を定め、合わせ

て介護保険事業に係る保険給付の適正な運営に資するものとしておりま

す。大井町地域防災計画においても、地域福祉との連携が求められてい

るところであります。 

         このように町民に深くかかわりのある計画が、平成30年度に向けて改

定の時期を迎えています。これらの改定に当たり計画を所管する課の職

員は、計画内容に精通しているものであり、何が必要かを一番理解して

おり、その英知を最大限活用すべきものであります。また、これらの計

画の改定プロセスやその方向性は町民にとって、大いに注目すべきとこ

ろのものであると考えます。 

         そこで、これらの計画の進捗状況等について。 

         １、策定スケジュールは。 



         ２、検討委員会等のメンバー構成は。 

         ３、職員は計画策定にどのようにかかわっているのか。 

         ４、町民ニーズはどのように把握されていくのか。 

         ５、最優先課題は何かについて、お伺いいたします。 

         ２項目めは、協働のまちづくりについてです。３月定例会において旧

湘光園社員住宅跡地宅地造成工事に伴い、設置されたごみ集積所、移動

ごみ集積所の代替として設置されたものの、利用が拒否されたことにつ

いてお伺いいたしました。御答弁として「今後は一定の区画数以上にな

る住宅地の造成について、事業主の負担において、設置されたごみ集積

施設は設置を求めるだけじゃなく、町として寄附を受けていく」とする

ものでした。 

         そのためには、大井町における良好な生活環境の確保を図るための開

発事業の基準である、大井町開発指導要綱を改定するとするものでした。

住みよいまちづくりを進めるための住環境整備として、大きな前進だっ

たと考えています。 

         さて、おおいきらめきプラン、大井町第５次総合計画、後期基本計画

では、協働のまちづくりの施策として、まちづくりへの町民参加を求め

ています。現状と課題において、大井町をもっと住みよい、心地よいま

ちにしていくためには、町民、議会及び町が協働して、まちづくりを進

めていくことが大切ですと述べられています。 

         施策の方向として、町民の自治運営への参画を促進し、町民主権の自

治の実現を図るとしています。町の役割として町民の自治運営の参加を

促進するとともに、町が自治会や各種団体の設立の活動を支援し、町民

と一体となったまちづくりの推進を図ろうとしています。 

         協働のまちづくりでは、本町は自治会に多くの役割を期待し進めてい

ます。現在進められている大井町中央土地区画整理は、平成31年度に工

事完了を予定しています。そこで、大井町中央土地区画整理地内におけ

る、自治会等をどのように考えているのかについてお伺いいたします。 

         ３項目めは、信号機の増設についてです。平成26年３月の足柄紫水大

橋の開通とともに、新たに２カ所の信号機が設置されました。要望箇所

７カ所のうち、最後の箇所、道路の形状も右折車専用のスペースが確保

されているのにもかかわらず、いまだ設置されていません。 

         県道711号（小田原松田間）４車線区間の信号機増設については、町長、

担当課長、自治会で県、警察へ毎年設置要請を行っていられます。この

３月に小田原市区域分も４車線となり、新たに数カ所の信号機が新設さ

れましたが、大井町の要望箇所は、いまだ未設置です。 



         そこで、１、設置実現に向けた課題は何か。２、今後の進め方につい

てお伺いいたします。 

         以上の３項目についてお伺いします。以上で、登壇での質問といたし

ます。 

議     長  答弁願います。町長。 

町     長  通告２番、田村俊二議員さんからの御質問で、３点大きく頂戴してる

わけでございます。 

         １点目につきましては、「今年度改定予定の計画の進捗状況」について

というようなことで、５項目頂戴しておるわけでございます。福祉３計

画につきましては、一括で答弁をさせていただき、地域防災計画におき

ましては、所管課が異なりますので、異なって答弁をさせていただきま

す。２点目の協働のまちづくり、また３点目は信号機の設置についてと

いうようなことで、二つ頂戴しておるわけでございます。 

         まず、大きな１点目の御質問でございますが、冒頭申し上げましたよ

うに、今年度はくしくも福祉関連３計画につきまして、同時期改定とな

ったわけでございます。細部について５項目頂戴してるわけでございま

すが、３計画を個々に御説明しても重複する点が多々ありますので、一

括の答弁とさせていただきますことを、まずもって御了解いただきたい

とお願いするところでございます。 

         「みんな大好き！あったかタウン・おおい」を基本理念とする大井町

地域福祉プランは、平成20年４月に５カ年計画として策定したものでご

ざいまして、平成24年４月の改定を経まして、現在「第２次大井町地域

福祉プラン」を推進しておるところでございます。 

         現在策定中である平成30年度からの５カ年となる「第３次大井町地域

福祉プラン」につきましては、前計画と同様に、町行政の「地域福祉計

画」と町社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」を一体的に計画するこ

ととし、社会福祉協議会との協同により改定に向け、取り組みを進めて

おるところでございます。 

         また、「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」は、３年ごとに高齢

者施策の体系化を図るとともに、介護保険サービス量から介護保険料を

算定するために改定をされるものでございまして、次期平成30年度から

平成32年度までについて、第７期計画として策定するものでございます。 

         なお、これにつきましては、ほぼ料金をどうするかというようなもの

でございますが、介護保険制度も安定せず、この改定ごとに法改正が行

われ、スタートするときは、社会全体で高齢者を支えるというようなこ



とでございましたが、今日では地域で支えていくというようなことが視

点となった、そんな改定をしていかなければならないわけでございます。 

         さらに、町の障がい者施策に関して、中長期的な視点に立った基本的

な事項を定める「障害者計画」は、平成24年度からの６カ年計画として

策定をいたし、障がい福祉サービスなどの確保に関して短期的な数値目

標を掲げる「障害福祉計画」は、平成24年度から３カ年の期間で策定し

た後、さらに３カ年にわたる計画を平成27年度から第４期障害福祉計画

として策定をいたしました。 

         平成29年度で二つの計画期間が終了するため、現行の計画を見直し、

これらを今年度一体として改定をいたし、平成30年度からの６カ年計画

となる第３次障害者計画と、３カ年計画である第５期障害福祉計画の策

定に取り組みを進めておるところでございます。 

         いずれの計画においても、策定スケジュールにつきましては、町民の

皆様の御意見等を取り入れるアンケート調査をはじめ、町民の皆様の混

乱を来さないよう、可能な限り歩調を合わせた作業工程で進めていく予

定でございます。 

         主な工程といたしましては、６月中にアンケート調査を実施し、計画

素案を取りまとめるとともに内容の検討を進め、12月にパブリックコメ

ント、３月に策定を完了する見込みと、そのような計画でございます。 

         町民ニーズの把握につきましては、無作為に抽出した町民の方々や、

障害者計画においては障がいをお持ちの方など、計画の当事者の方々に

対しましてアンケート調査を実施するとともに、関係団体からの聞き取

りによる意向調査も参考とさせていただくものでございます。また、昨

年度に町や社会福祉協議会主催で実施しましたワークショップや、地域

診断調査などから把握した地域の課題や意見等も活用してまいりたい、

そんな考えでございます。 

         策定にあたりましての委員会につきましては、地域福祉計画では、学

識経験者、教育関係者、住民組織の代表、社会福祉事業関係者の９名か

ら構成されており、具体的には、県社会福祉協議会、社会教育委員、障

がい児者親の会、小地域福祉活動推進組織、社協地域診断事業、民生委

員児童委員協議会、子育て支援センター、町社会福祉協議会の代表を委

員として委嘱しております。 

         また、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定委員会につきま

しては、介護保険運営協議会の委員の方々に兼任をしていただいており、

被保険者、介護サービス事業者、社会福祉関係者、医療関係者の７名で

構成しております。 



         なお、障害者計画につきましては策定委員会を設置せず、これらの代

替として、計画の骨子をまとめる段階で、障がいの当事者団体や支援団

体からの意見聴取を実施することにより、意向を計画に反映させていた

だくこととしております。 

         いずれの計画におきましても、町民に最も身近な行政が地域福祉に関

する事項を総合的に計画し、今後の方針や方向性を町民にお示しする大

変重要な計画であることから、町担当職員は策定委員会の運営や策定に

かかわる各種業務に関し、委託業者や社会福祉協議会と連携して、積極

的にかかわってまいるところでございます。 

         地域課題につきましては、アンケート調査結果などをもとに今後分析

してまいりますが、第２次大井町地域福祉プランにおいて重点的に取り

組む課題として掲げました、「見守り支援体制の整備」、「人材の育成」、「町

民の福祉意識の醸成」、「関係機関との連携」は、進行管理の評価におい

ても継続的な課題として捉えておりますので、今後は発想の転換を図り

ながら、町民とともに具体的な方策を検討いたし、お互いに支え合うこ

とのできる地域づくりを推進してまいります。 

         また、「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」における最優先課題

つきましては、まずは、近年増加傾向にあります介護者の離職問題が大

きな問題であろうと考えております。この点につきましては、福祉行政

の枠を超え、我が国の経済の発展にかかわる問題でありますので、「ニッ

ポンー億総活躍プラン」におきましても、介護離職者ゼロに向けた方針

が示されているところであります。 

         さらには、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保され

る体制づくりとして、地域包括ケアシステムの構築が求められており、

この点についても重要な課題であるというふうに認識しており、そんな

観点を含めた中で進めておるところでございます。 

         次に、防災安全室が所管します「地域防災計画」の改定についてでご

ざいますが、平成25年３月の現行計画改定以降、神奈川県においては最

新知見による新たな地震被害想定調査報告や土砂災害警戒区域の指定、

河川の洪水浸水想定区域指定の見直しなどが進められ、本町においても

計画対応すべき災害想定が大きく変化しておること。 

         また、記憶に新しい熊本地震や昨年の台風10号など、新たな被災経験

から得た課題への対応や、災対法の改正に伴う災害別避難場所指定など、

関係法令の改正に伴う新たな諸規定への対応が求められる中、これら防

災環境や関係法令との整合性を図るとともに、よりわかりやすい実効性



の高い計画として地域住民を含めた、町全体の防災対応力の向上を図る

ことを目的に本年度末での改定を予定するものであります。 

         地域防災計画は、災対法に基づき条例設置しております「大井町防災

会議」において作成するところであり、その構成メンバーは町三役のほ

か、国・県・警察・消防といった行政機関、医師会や公共交通・ライフ

ライン事業者といった指定公共機関、町を代表する３地区代表自治会長

や教育委員・母子保健推進委員といった学識経験者で構成されておりま

す。 

         なお、本計画の改定にあたっては、専門知識を有するコンサルタント

事業者へ基礎調査から計画書作成までの一連作業のサポートを業務委託

するとともに、各課選出職員で構成する「職員防災検討委員会」におけ

る段階的検討を踏まえ、素案・計画原案の作成を行い、パブリックコメ

ントにより計画原案を御提示した中で、広く意見聴取を行った上で、最

終、防災会議において計画決定をいたしてまいるというようなことでご

ざいます。 

         進展状況につきましては、当初の予定どおり６月初動を目途に、５月

にコンサルタント事業者との契約を済ませており、６月頭に同事業者と

計画改定の方向性の確認の下、現在、情報整理等の基礎調査に着手して

おるところであります。 

         今後、計画原案の作成作業を１月を目途に進めた上で、２月にはパブ

リックコメントを実施し、いただいた御意見を反映し、防災会議より３

月の改定結果公表とさせていただくというような予定でございます。 

         次に協働のまちづくりの中で、大井中央土地区画整理事業地内の自治

会についての御質問でございます。 

         まずは、協働のまちづくりにおける自治会の役割でございますが、大

井町自治基本条例の中では、まちづくりの基本原則として、町民がまち

づくりに自主的に参加することを基本としており、自治会は、まちづく

りを町民が主体的に行うため、中心的な役割を担う組織と示しておりま

す。 

         本町における各自治会におかれましては、町民の生活を支えるための

地域活動を積極的に行い、地域における課題の解決を初め、コミュニテ

ィの形成など、自治活動を推進する上で重要な担い手となって活動して

こられました。 

         こうした長年にわたる活動により、町民がその役割と責務を認識して

自主的にまちづくりへ参画し、本町におけるまちづくりを進めてこられ

たと認識しておるところでございます。 



         次に区画整理事業の概要と現状についてでございますが、おおいきら

めきプランでは、区画整理事業により住宅地を基本とした新たな市街地

の整備を推進するとともに、隣接する役場周辺との連携を図りながら、

町の中心市街地としてふさわしい町並みを創造しようとしておるところ

でございます。 

         おおい都市マスタープランでは、都市計画道路金子開成和田河原線の

整備と連携しながら、中心市街地としての土地利用にふさわしい用途へ

の転換を図り、田園景観と調和した良好な市街地形成を図ることとし、

大井町区画整備の実情に合った、きめ細やかなまちづくりのルールとな

る地区計画を、昨年度、都市計画に定めたものでございます。 

         現在は、造成工事を鋭意施工中であり、今年度は、役場北側の町道14

号線から町道15号線までのエリアにおいて、区画道路、上水道及び下水

道などのライフライン工事や調整池の築造工事を実施する予定であり、

平成31年４月に全エリアの工事完了を目指して進めておるところでござ

います。 

         御質問の区画整理内の自治会をどのように考えているかについてでご

ざいますが、現在、事業地内は、吉原、市場、坊村、馬場の４自治会エ

リアとなっておるところでございます。吉原自治会への加入が約30世帯、

馬場自治会への加入が約30世帯、計約60世帯、160名とおおよそなってお

るところでございまして、区画整理内の将来人口は1,000人、約400世帯

を想定しており、今年度、一部の保留地において住宅建築が予定されて

いるなど、どの自治会においても加入者の増加が見込まれます。そこで、

ことし１月から２月にかけて、関係する自治会長と事業地内の自治会の

あり方について調整をさせていただきました。 

         その結果、都市計画道路予定地より北側の区域を市場自治会のエリア

とし、都市計画道路予定地より南側の区域は公園区域を除き、西半分を

吉原自治会、東側の半分を馬場自治会のエリアとしました。 

         また、坊村自治会については、事業地内に既存宅地がなく、御殿場線

により分断され、コミュニティが分かれていることから、坊村の自治会

エリアに入れるというようなことは、外させていただいたものでござい

ます。 

         次に県道711号の信号機でございますが、道路事業者と信号機設置の経

緯でございますが、県道711号の大井町間、県道御殿場大井の足柄大橋東

交差点から小田原市境の鬼柳交差点までの延長約2.8キロメートルが、平

成４年度に整備に着手され、平成15年度に供用開始となりました。 



         また、小田原区間においては、鬼柳交差点から小田原市の環状道路で

ある県道沼田国府津の富士見大橋東側交差点までの延長約2.7キロメー

トルが、平成７年度に整備着手され、平成23年３月に暫定２車線での供

用開始を経て、現在、４車線で供用されることになったものでございま

す。大井町区間の平成15年度の供用開始に当たっては、信号機の設置を

希望する７カ所の交差点のうち、４カ所の交差点に信号機が設置されま

せんでした。 

         そのことから、町では地元自治会を主体に組織されます「酒匂縦貫道

路安全対策協議会」とともに、関係機関である県西土木事務所、松田警

察署、県西地域県政総合センターに対し、平成15年７月から平成29年１

月までに、計14回の要望を重ねてまいったものでございます。 

         この間、平成15年度末に１カ所、平成26年３月に足柄紫水大橋の開通

に伴い２カ所の交差点に信号機が設置され、現在は議員御指摘のとおり、

町道350号線との交差点、あしがら広域福祉センターひかりの里北側交差

点の１カ所が未設置となっておるものでございます。 

         この「ひかりの里北側交差点」には、平成15年の４車線での供用開始

当時から、仮設のＨ鋼ガードレールで中央分離帯が設置されていること

から、町道350号線を通行する車両及び歩行者は、県道711号（小田原松

田）を横断することができず、車両の通行は左折に限定されており、地

域の方々には大変不便をおかけしておるものでございます。 

         町としては、本交差点への信号設置は、事業着手時の地権者の皆さん、

地元の皆さんとのお約束と認識しており取り組んでおるところでござい

ます。 

         そのような中で、１点目の御質問でございますが、町では県の各関係

機関への要望活動とは別に、毎年、神奈川県町村会を通じ「県施策・予

算に関する要望」として、県知事及び県議会議長等への要望活動を行っ

ております。 

         昨年度の要望において、ひかりの里北側交差点への信号機設置要望を

提出したところ、その回答として警察本部から「当該場所への信号機設

置については、今後の交通状況及び周辺交通環境等を確認し、必要性を

判断してまいります。」との見解が平成29年３月付で示されたところであ

ります。 

         一方、小田原区間においては、議員御発言にありましたとおり、平成

27年に３カ所の交差点に信号機が設置され、平成29年２月に４車線全線

の供用開始となったものでございます。 



         町といたしましては、小田原区間の交差点とひかりの里北側交差点の

状況に差異が見つけられず、関係当局に意見を具申しているところでご

ざいます。県警本部からも、何度か課長等が現地を見に来ていただいて

おるわけでございますが、なかなか状況等が理解されていないというよ

うなことでございますが、大井高校のところの信号機と、またその上に

ある信号機との間が、あそこに設置しますと、割合短いんじゃなかろう

かというような判断もあるというふうに聞いております。これから私も

公安委員長にも直接要望等、口答でさせていただいたというようなこと

でございます。 

         今後の進め方でございますが、信号機設置交差点になるために必要な

取りつけ町道の拡幅改良は既に終わっておりますし、小田原区間の状況

等も含めた中で、これら設置に向けて、地域の皆さん方とともに努力を

してまいりたいと思いますので、議員もこの交対協の中で、一緒に足を

運んでいただいた経緯もございますもんで、ある程度は熟知してらっし

ゃると思いますが、根気強く続けていかなければならない課題の一つじ

ゃなかろうかなというように判断をしております。 

         以上、答弁とさせていただきます。 

   １  番  それぞれ御答弁をいただきました。質問の項目１から３まででござい

ますが、３のところからですね。順番ちょっと変えさせていただいて、

再質問をさせていただきたいというふうに思います。 

         こちらの関係について、信号機の増設、設置でございますけども、今、

町長からもお話がございましたように、町も総力を挙げて設置に向けて

御努力を、尽力をされているということが十分承知をしたわけで、あえ

て質問させていただいたところであります。 

         町長の答弁の中にもございましたけども、交通量の問題であるとか、

そういった信号機増設について新設について、問題があったことは承知

しておりますけども、ここ縦貫道開設するに当たって、やはり地元との

お話をしてきた経緯がある中で、この１カ所だけについて、未設置とい

うことがあるわけです。 

         この部分については長年やってきても、なおかつ御尽力したあらゆる

方面、町村会なんかもなども通しながら、地域要望として県にも挙げて

いただいてるということも確認できましたけども、それでもなおかつ話

が進んでいかないというのが、非常に地元としては、はがゆいところな

のかなというふうに思ってるところであります。 

         交通量の問題とすれば、そこに信号機が増設することにより、交通渋

滞等ってこともあるし、それから渡る人の交通量の関係もあるでしょう



けども、それだけに限らず、やっぱり開設に当たっての地元要望ってい

うのは、当初からあったわけですから。ぜひ実現に向けて進めていただ

ければというふうに思ってるんですけども。 

         今、町からのお話ですと、何かいろいろと方策が、あらゆることをや

っていただいてるんですけども、あえてもうちょっと効果的な方法って

いうものをお考えになってるところがあれば、ちょっとその点だけ、御

答弁いただければというふうに思いますけども。 

町     長  これは用地交渉の段階で、この７カ所の信号機を設置するというよう

なことが、土木事務所との用地買収の中で約束されたというようなこと

が、私も承知しておるところでございます。開通するに当たって、信号

機が設置ができないから、開通させないというような強硬な御意見も伺

いまして、土木事務所の工務部長、当時は道路部長でしたか。道路課長

等々に言いまして、西大井自治会館で、大分遅くまで議論を交わさせて

いただいたわけでございます。 

         あの道路を４車線にしなくてもよかったんじゃないかと、２車線でよ

かったんじゃなかろうかというような、御意見も頂戴しましたし、いろ

んな意見が出ました。そう言いましても、県の財政状況、困難の中で、

あの道路を整備し、供用開始しなければ、これはやはり予算の無駄遣い

になってしまうというような観点から、縦貫道の交対協を地域の皆さん

とつくらせていただいて、要望活動をしようというようなことの中で、

今日まできて、後１カ所というところになったわけでございますが。 

         未来堂さんのところについた信号機においても、農業利用者のための

信号というようなことが目的になっておるというような状況でございま

す。私も再三強く言いましたもんで、県のいわゆる信号機に関係する所

管の課長も、二度ほど現地に見にきていただいて、この状況ではという

ようなことでございまして。 

         特効薬があるかどうかはわかりません。昨年の夏にも公安委員長と会

いまして直談判をした中で、公安委員のところにくれば、判こを押しま

すよというようなことで、あったわけでございますが、県から信号機の

設置に関する予算というものが限られております。そんな中で、大変難

しいんじゃなかろうかなと思います。 

         当初、２車線に絞って仮設工事をするなら、仮設工事の予算が信号機

を設置しても可能だという意見も出たんですが、これはやはり県議会の

中で、仮設予算と公安予算と異なりますもんで、この辺のところが議会

の中でも御理解をいただけなかったというような、非常にそういう点で

は残念なことがあったわけでございますが、県議会ももう尐し柔軟性が



あればよかったのかなというような思いがするわけでございますが、何

はともあれ、開設に向けて根強く取り組んでいかざるを得ない案件じゃ

なかろうかなと思います。 

         当地は西側、市街化調整区域で方々農地ばかりでございますので、そ

ういう点において、やはり今までと同様な対応しか、特別な手だてがあ

るかどうかはわかりませんが、事あるごとに地元警察署等にも、要望は

しておるところでございますので、汲んでいただけるかどうか、県警本

部の判断じゃなかろうかと、そういうふうに考えております。 

   １  番  町長、それから町当局としても、あらゆる手段を尽くして、御尽力さ

れてることは了解はできました。やはり特効薬というのは引き続き、丹

念に継続的にやっぱり要望していくことなのかなと、そういうふうに改

めて思ったところでございます。この件については、地元との実現に向

けての御努力をぜひ御尽力、引き続きお願いをしていけたらと、維持し

ていただきたいというふうに考えます。 

         次に移らせていただきます。２項目めの各計画についての進捗状況等

についてでございます。 

         先ほど御答弁の中で、それぞれの計画について、既にコンサルタント

の契約等も進めながら、それから日程的なスケジュールもお示ししてい

ただいたところであります。策定スケジュールについては、了解ができ

たところであります。 

         ２点目の策定委員会の設置については、障害者福祉計画、障害者計画

のところについて、取りまとめたっていうか、きちんとした策定委員会

というものではなくて、関係団体等に素案をつくった段階で、関係団体

等にお示しをして、意見を聴取していくというようなことだったという

ふうにお聞きしましたけども。ぜひこのこれらの各四つの計画について

は、それぞれ町民と深いかかわりのあるものですから、町民の方々の意

向をきちんとくみ上げながら、策定手続のほうも進めていただければと

いうふうに思います。 

         くどいようですけど、障がい者の方のところについては、関係方針が

固まった段階で、関係団体に意見を聞くということですので、そこのと

ころはぜひ一つのステップとしての策定委員会があるわけでないので、

丁寧な対応をしていただければいいのかなというふうに思いますので、

要望としてお願いしたいというふうに思います。 

         次に３点目のところですけども、職員の計画についてどうかかわって

いるのかということでありますけども、ちょっといろいろ視点を変えて、

大井町については、いろんな計画、あるいは、だから総合計画もいいで



すけども、そういった全町的にわたる問題について、幹部、管理職の方々

が、そこのところに調整の役割をしてると思うんですけども、そういっ

たところ、それぞれにわたる課の総合調整をするような、そういう機関

と言いますか。会議のようなものは設けているのかどうか。ちょっと例

規を見る限りでは、それもちょっと見当たらなかったんで、もしかした

ら要綱かなんかであるのかもしれませんけども、その辺についてちょっ

とお伺いしたいと思います。 

企画財政課長  各計画を策定するに当たり、管理職のかかわり方、その辺を策定と言

いますか。調整する会議があるかどうかというところなんですけれども、

表面立ってと言いますか。それ専用の会議というところはつくってござい

ませんけれども、町に三役と管理職で構成されてございます、政策推進会

議というところがございますので、その中での話し合いをもとに策定をし

てるというところでございます。以上です。 

   １  番  特に規程を設けていないという話でしたけども、関連のここの５町の

中でも、例えば松田町なんかですと、庁議規程というものを定めて、政

策的なこと等含めて、議論するような体制をきちっととっておられると。

南足柄市なんかもそうですけども、そういった庁内体制をきちんと外に

向けての、こうやってやるんだよというような体制を示すような、そう

いう規程があったほうが、より町民の方々はわかりやすいのかなという

ふうに思いますが、それについての御意見を伺いたいと思います。 

町     長  そういうことをする必要性もあろうかと思いますが、町の幹部の会議

は政策推進会議も最上部にありますもので、その中でいろんな議論を交

わして、その中でいろんな意見を出し、いろんなものを構築してるとい

うのが今現状でございまして、今、屋上を重ねることがいいのかどうか。

それだけの一つの案件、そういう組織をつくることがいいのかどうか。

今後、検討する課題の一つかなと思うわけでございますので、それぞれ

所管課でもいろんな業務を持っておりまして、日程調整等もありますも

んで、月１回、定期的にそのような会議を設けさせていただいて、その

中で議論をするというようなことでございます。 

         また、緊急的に問題、課題があれば、政策推進会議を臨時的に開催し

た中で、そのような案件の対応をうたってまいるというような、今状況

でございますもんで、今後どうするか、検討をしてまいりたいと考えて

ございます。 

   １  番  今のお話については、規程を設けることがやることにつながるという

ことではないので、町長おっしゃるように、フレキシブルにその都度必



要があればやっていくんだけどいうことであると思いますけども、それ

はとても大事なことだと思います。 

         ただ、町民側から見ると、役所ってどこできちんと意思決定されてる

のっていうことが、わかるようなことをやっぱり表明していくのも、一

つの手法なのかなというふうに思いますので、先ほどの御答弁の中で、

検討という言葉もございましたけども、ぜひそういう視点から、そのよ

うなこともちょっと検討していただければいいかなというふうにお願い

をするところであります。 

         次に管理職の方ということはなくて、今度、通常の職員の方々の参加

ということですけども、それぞれ担当の職員の方々から計画案等につい

て、それでは意見聴取されてるんだろうと、聞いてるんだろうというふ

うには思いますけども、たまたま今回は福祉３計画は一つの課でありま

すので、その辺の中で職員の方々が実際に、現場ではどんな議論をされ

てるのか。どんな調整をしながら、意見交換をしているのか。その辺の

ところがちょっとわかれば、教えていただければと思います。 

介護福祉課長  現在、この３計画につきましては、先ほど町長答弁でございましたよ

うに、アンケート今、発送したばかりのところでございまして、３計画全

てを合わすと、町内4,109人を対象とするようなアンケートになっており

ます。 

         議員御質問のセクション内での職員間討議と申しますか、協議という

のは、やはり窓口等で日々感じてること等がございます。また町民から

の要望等も窓口業務を通じて、把握しているところがございますので、

それぞれの内容をミーティングを設けたときに、話し合いを持つとか。

そのような形式をとらせていただいております。３計画でそれぞれ重複

するような職員もおりますので、一方的な側面から見ますと、三つの計

画に携わるというような職員もおりますんで、かなり広い目で見ること

ができるのかなというようなところもございます。 

         また、各課題等々のヒアリングは職員も出向いて、聞き取り調査を行

いますんで、そのような中で、また問題点等は課にも順次持ち帰った中

で話し合いを持ちたいと、かように考えております。以上です。 

   １  番  課内でも、情報収集と言いますか。意見交換っていうか。その辺のと

ころは非常に、今の話で一定程度理解をさせていただきました。もう尐

しちょっと範囲を広げて、例えばこういう計画っていうのは、大井町全

体の福祉に係わる、そういうことじゃないかと思うんですよ。地域防災

計画にしてもそうですけどね。そういう意味で大井町全体、町の職員全



体で何か意見募集を求めていくようなことを、やっぱり一つの指針とし

ては必要なのかなというふうに考えてるところであります。 

         例えばこれがダイレクトにそういうことをさせているかどうかわかり

ませんけど、大井町の中では職員提案制度っていうのも、きちんと定め

られているところであります。大井町の職員提案に関する規程というと

ころで、担当課、担当部署になるところでも、いろんな意見をもらうと

いうことも、だから今後あるのかなと。 

         それともう一つは、ちょっと私、庁内のシステムがあんまりよくわか

っていないんですけど、この情報機器が発達したところによると、課と

課の情報交換なんかに、メールを使いながら、やるようなことも一つあ

るのかなというふうに思うんですけども。そういったことを計画の趣旨

を全庁的に流して、意見募集を図るとか。そんなことも一つ、広く職員

全体にかかわる問題として、提案できることなのかなというふうに思う

とこでもあります。 

         そして、職員の研修のところでも、ＯＪＴというようなことで、そう

いう議論をできるようなことを町の研修事業として、きちんと設けてお

られるということでもあるんで、そういった課だけではなくて、庁内全

体で広く議論するような、そんな方向っていうのはどうなんでしょう。

考えてるのかどうか。ちょっとお伺いさせていただきたい思います。 

介護福祉課長  ただいまの御質問に関しまして、これは地域福祉プランの関係であり

ますが、これに関しましては、工程の中で庁内調書ということで、各課に

これは計画自体が高齢者並び障がい者の上位のほうに出す計画になろう

かと思いますんで、こちらに関しては、庁内からの調書を配布した中で、

意見を聞くというようなところで、計画の中にも横断的なところもござい

ますんで、こちらは意見聴取をさせていただくような計画になっておりま

す。以上です。 

   １  番  ぜひこういった計画については、直属の課、担当課とかだけではなく

て、地域全体に向いて、どういう方向に行くのかということをぜひ議論

しながら、意見を聞きながら進めていただきたいというふうに思ってご

ざいます。 

         ５点目の最優先課題ということですけども、これについては２点ばか

り、お尋ねをしたいというふうに思ってるんですけども、いろいろな、

計画の中でよく全部読んでるっていうことではありませんけども、今後

の検討課題にしていきたいというような表記のところが、数がたくさん

あるところであります。 



         例えばこれは障害者福祉計画のところだと思うんですけども、地域生

活支援拠点の整備ということで、この中で書かれてるところがありまし

て、これは国の指針が一つあり、それで町についても独自で整備するん

ではなくて、関係のところと５町ということになるんでしょうか。広域

のところできちんと議論しながら、共同歩調していきたいというような

項目が載ってるわけですけども。 

         そういったことについて、先ほど町長のお話の中では、検討していく

というところについては、引き続き検討していくところも多分あるでし

ょう。すぐに答えが出ることもないんで、出てくるところもあると思い

ますけども、ここでは平成29年末までに整備するっていうことを目指し

ますというふうになってる。これについての経過、この辺のところはど

うなんでしょうか。ちょっとお伺いさせていただきたいと思います。 

介護福祉課長  ５町で共同での基盤の整備については、実際にはそういうことを見据

えたような状況ではないというようなところがございます。議員御指摘の

ように、検討していきます、検討していきますというような表現がござい

ますけど、次の計画に関しましても、こちらは拠点の整備ということでは、

実現性を求めた中で、抽出していくべき内容だと思っておりますので、こ

ちらに関しては、実現性を求めた中で５町協議等も試みていきたいと、こ

のように考えています。 

   １  番  今の基盤整備の話になりますけども、私、各計画を三つの計画等、ち

ょっと拝見させていただいた中で、一番ちょっと欠けてるのかなという

ことを思うところは、一つはやっぱり基盤整備の考え方を、町の基盤整

備の考え方がまだ明確にされていないように思うんですね。 

         今の中で障がい者の話についてもそうですけども、それから後、介護

保険の中ではサービス料を決めていく中で、夜間対応型の訪問介護とか、

それから地域密着型の特定施設の入所、等々があるわけですよ。そのほ

かのところをサービスを充足しながら、提供してくれたらと思いますけ

ども。 

         こういったことが、全部でもってなってるところについて、計画の中

で基盤整備は町としてどういうふうにやっていくのか。そういうことも

きちんと、やっぱり方向性を示すのもありなのかなというふうに考えて

るところでありますけども、それについての御意見をお伺いたいと思い

ます。 

介護福祉課長  介護基盤整備の考えということで、確かに地域密着型サービスと、当

町に現在ないというようなサービスもございます。今回の計画策定過程に

おいて、サービス料の見込みの推計等も踏まえて、これはこの計画に盛り



込んでいく内容であるかというのは判断させていただきたいと思います

けど、なかなか積極的な基盤整備というところには、現状でできないよう

な状況というようなところで、事業所に参入するような誘致活動というよ

うなところも考えていかなければならないかと思いますけど、今回のサー

ビス見込み料の中で、計画の中に盛り込むか否かは判断をさせていただき

たいと、かように考えております。 

   １  番  なかなか基盤整備については、厳しいところもあるのかなと思います

けども、ぜひこれらの計画については、町民の方々に身近な計画でありま

す。町民の皆さんのニーズに応えながら、町、職員を挙げてぜひ検討を進

めていただくことをお願いをしたいというふうに思います。 

         後、時間が３分なんですけども、２点目の協働のまちづくりのいうこ

とにちょっと入らせていただきます。ちょっと最初に１点だけ、お尋ね

をしたいんですけども。よく区画整理をしますと、管理職員の関係の中

でもって、地番整理が行われていくんだろうと思いますね。そういう中

で、この大井町の区画整理内、これについては、新たな町名設置という

ようなことはお考えがあるのかどうか。その辺、ちょっとそれをお伺い

させていただければと思います。 

都市整備課長  事業地内の地番の、地番とか、字名とかそういうものもございますけ

れども、その件につきましては、検討中で未定でございます。ただ、土地

の地番の設定等につきましては、基本的には換地処分をするタイミングで

実施する予定で考えております。 

         後、その土地への区割りについては、地番表示を大井町としては今ま

で採用しております。土地の地番と住所の地番、今、同じ番号を使って

るという形でございます。特に過去に区画整理が行われてます、市場と

金手区画整理地内においても、土地の地番と住所の地番が同じでござい

ます。 

         今回の大井中央区画整理地内におきましてはどうするか。同じにして

いくか。そんな字名自体を金手の区画整理については、字名自体をとっ

てしまったというような、そういう経緯がございます。実際には地番等

には振りを直すような形になると思いますけれども、それらについては、

今後組合はもちろんでございますけれども、関係部署、自治会ともよく

調整をさせていただいて、検討していきたいと考えております。以上で

ございます。 

   １  番  時間がないので、先に進みますけども。ここの地域内の区画整理地内

の自治会の考え方として、先ほども町長のほうの御答弁で、関係する自

治会のところに協議を進めていくと。それで引き受けていった先で調整



を図っているというお話がありました。それはそれで地元の自治会とし

ては、早くからそういうような体制をとってもらうことが、次のステッ

プにつながるということになるかと思います。 

         問題がちょっとずれるかもしれませんけども、例えば大井町開発指導

要綱の中では、いわゆる集会施設の話なんですね。要綱の中では大規模

な開発の規模によって、集会施設については、町長が必要と認めたとき

には、集会施設を設置することが求めることが可能であるという一文が

あろうかと思うんですね。多くの世帯が入ってくるところで、既存の自

治会だけでは、その人数を収容し切れないということがあろうかと思う

んですよ。そういったときに新たに開発をされていく、地域内のところ

にそういった集会施設というのは、必ず必要になってくるんだろうと思

いますので、その辺のところ求めていくお考えがあるのかどうか。その

点についてお考えをお伺いしたいと思います。 

町     長  集会施設を求めるかってことでございますけれども、まずはいい自治

会をつくっていただくには、基本的な自治会があって、そこに新しい人

が入ってくださることによって、大井町の今日の自治会形成だとかって

いうものができていくんではなかろうかと思うんですね。新しい団地で

もできて、そこだけでっていうのは、過去には湘光園とかありましたけ

れども、湘光園は会社の指導が入った中で、地域との連携を持ちながら、

そこだけで自治会形成をされてました。 

         そういう意味では、新たにここに自治会を形成させるより、やはり既

存の自治会に加入してもらった中で、大井町の自治会活動っていうのは、

こういうものだというようなことを知っていただく必要があるんじゃな

かろうかなというように思います。 

         自治会館のことと異なろうかと思いますが、現に金手におきましても、

金子区画整理においても、既存の自治会に加入していただいているとい

うようなところでございます。また、そこで新たな自治会が必要となれ

ば、またそこにはそういう施設も必要でなかろうかなと思いますが、今

日やる分においては、尐し時間を見た中で、将来、そういうことが必要

であれば考えなければならないかと思いますが、やはり既存の自治会に

入っていただいて、大井町の自治会というものが、こういうもんだとい

うような認識を新たな人に、転入者に感じていただいてる次第でありま

す。参加していただくためにも現状のままがいいんじゃなかろうかと考

えてございます。 

議     長  以上で、１番議員、田村俊二君の一般質問を終わります。 


